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自分のこれ旅うの号忿考え雰寸。ても、いつもいて万着えて伺ででざ啓く

て一福士ぽす乙ケ洋楽か一唐心口ｸヽ乙。誰七亦池うで秀るよう



にe扮の埓釆客思って悩んでヽいるの寸頴μ八てごレチうあり‾'‘‾‾私力乙二ろ

へ呼芦別ブ辰か忙人洛間々加程く乍さ否応ですＪ，‥一一‥

≪令謁市由呵映弓さんより≫

　　　　　　　　　　　　　　

鴛要

一一一‥刄｢ｊ叩暉程前、仙桁で吋生生感念感っている途苅=て祀か敦レ手しｔ
丿響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

/＼瓢
栄七心群頒虻にこ入懲D療し、牌牒禁出絹枇ｼうけて菊田二列フて孔り手果吽弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－

ダトて七二皮籐汐聊Eレ孚レ竃ブリ腕日マイフラー七|目印～４ら悟乙

　

噺Ei

フス/う･牛1付紐已を迷って耳リチす、にEに４時同の駈社号亙レてい
言吉

尹す．全耳……………i千ﾌﾉし1ヽこ)二とて目参映丿康しごかころうど君柚匹乱

群

々咳ｸﾞ晨蒔糾乙印レすオプ、ま石沢ヽほヂ一口の刄にＵｸ)筋肉衣疋ラテンこ1が

守く言節居丈ぐ尹ﾌﾟ４に叛けフガフフ/こいつ石しつこ几片二石乙よ口白銅
冨７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

伊目
レて=･ン､うれりし……･(刀で食尋をしたリフ多乙この不燃おさにぼ凱米淳でΣ丿辺割

Ｕ容フ孔

　

吟与は廣２ワ才に事う耳でか借として旧暦婚という二I乙乏考久ズ

みモい石ﾂﾞでプ水、積ｸ啼田､庖思う乙面と胞μつて傑寸二巴で十ｸ匠ブれぼ

教tじてしｙTﾝ荻懸でう力でﾑﾘｸﾞ)玉うでブー……私昌子うに、一良に哺啓

甦牙愕仄う前口多人百｢写常屋ケヤま介こ口玄い巴乃レてナ弓のでブ悍、鶴の

宵い乙刀で、思いごリ話レて笑フて食ヽい／ぼ曰仄二やレ毒印ア一二つい

ブい夢見てレ琴い弓づター゛｀＾'｀
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男

し.、_、.．_､へ.、.、、.-､、、.～、へ_－、 ヘヘ/へＷχ／‾ゝ-ぺ’｀Ｊ／ヘヘ

匹］の公傷鵬ぺ応荒右ま即ら七し多付・

陥和 鮮

会敷岡ぺかたついて

　

ヽ抑回頃乙こ穿･」同下こい。

　　

「小糖旧７１２全国嶼罵ブ漆反刀嶮漣支都」ですJ

　　

尚I、拿啼振紫にチ弓筑勺宵は、鋤電局で彫千すﾓ匹込

　　

証照壕書ぞシつて億畷証と匠レ手１・

　

・廻寥寥留郵便で･ごノヽく忿‾斤こΣう欠淳、従夭蓋り乙丁仄、呼

　　

数祢双毎くつぐチそ心り私り俘７．
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れてい手ブふ
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